
■持続と継続■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 332 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：アフガニスタンを思う心 

 

２７日夜、政府はイスラム原理主義勢力タリバンが実権を掌握したアフガニスタンからの出国を希望した日本人

が自衛隊機で出国したと発表しました。 

でも、その内訳は女性スタッフ 1 名と数名のアフガン人スタッフとのこと。 

さらに、「出国を希望しなかったごく少数の邦人が残っている」ということです。 

空港近くでの爆弾テロや、その後のタリバンの動向など、混乱する現地の情報は錯そうし、その実体は見えてき

ません。 

・ 

もちろん、このような危機的な状況に身を置いたことのない僕になど、どんなに正確な情報が伝えられたとして

も到底理解はおぼつかないと思います。 

でも、現地に「出国を希望しない人」がいるという知らせに、僕の心は震えました。 

出国せず、何かをしたい、何かを見届けたいという人がいるとしたら、僕はその人たちに期待を託し、無事を祈

りたいと思います。 

何もできませんが、タリバンが平和に向かって動くことを思うだけです。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：持続と継続 

 

僕は、世界の「永続性」に取り組んでいるつもりだが、「それは持続可能性のことですか？」と尋ねられた。 

確かにそうかもしれないと思い、早速ググってみると、「持続可能性 （じぞくかのうせい、 英: sustainability ）



とは、一般的には、システムやプロセスが持続できることをいうが、環境学的には、生物的なシステムがその多

様性と生産性を期限なく継続できる能力のことを指し、さらに、組織原理としては、持続可能な発展を意味する。」

とあった。 

だが、最後の「組織原理としては、持続可能な発展」がどうも気になる。 

「組織」とは当然人間の集合体のことであり、「発展」を企業や社会の根本構造に関わる「原理」と捉えているか

らだ。 

そこで今度は、外務省のサイトを調べてみると、「持続可能な開発」という言葉が見つかった。 

・ 

「持続可能な開発」とは、「環境と開発に関する世界委員会」（委員長：ブルントラント・ノルウェー首相（当時））

が 1987 年に公表した報告書「Our Common Future」の中心的な考え方として取り上げた概念で， 

「将来の世代の欲求を満たしつつ，現在の世代の欲求も満足させるような開発」 

のことを言う。この概念は，環境と開発を互いに反するものではなく共存し得るものとしてとらえ，環境保全を

考慮した節度ある開発が重要であるという考えに立つものである。 

とされている。 

そしてその後、地球環境問題について開催された主要な国際会議を振り返ると 

（1）「国連環境開発会議」（「地球サミット」）（1992 年）･･･「アジェンダ 21」採択 

（2）「国連環境開発特別総会」（1997 年）･･･「アジェンダ 21 の一層の実施のための計画」採択 

（3）「持続可能な開発に関する世界首脳会議」（「ヨハネスブルグ・サミット」）（2002 年） 

（4）国連持続可能な開発会議（「リオ＋20」）（2012 年） 

と、確かに「開発」に関する議論が繰り返されてきたことが分かる。 

・ 

初めにも述べたとおり、僕が目指しているのは「永続する世界」であり、それは「持続可能な世界」と同じ意味

なのかという問いに答えたい。 

そこで今度は、今話題の SDGsに関するサイトを調べたら、すぐに「持続可能な世界の実現を目指す」とあるの

を見つけたので、早速その定義を調べると・・・ 

持続可能とは、何かをし続けられる、ということです。 

SDGs は、私たちみんなが、ひとつしかないこの地球で暮らし続けられる「持続可能な世界」を実現するために

進むべき道を示した、つまり、ナビのようなものです。 

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/about/ 

・・・とされている。 

そもそも SDGs：Sustainable Development Goals とは「持続可能な開発目標」のこと。 

世界はまさに、成長し発展するために開発をやめる気はさらさらない。 

・ 

色々調べて見たものの、僕は当たり前の議論の上を、ただすべっていただけかもしれない。 

だが待てよ、僕がこだわっているのは、まさにこのことだ。 

「将来の世代の欲求を満たしつつ，現在の世代の欲求も満足させる」とは、「現在欲求を満たしている人」が都合

の良い過去を参照しているにすぎないこと。 

SDGs の達成という成功を目指すことに対し、僕はその失敗に立ち向かいたいと思っている。 

「持続可能性」とは「持続できる能力」のことだが、「永続性」とは「永く持続すること」を意味するのだろうか。 

そもそも「持続」とは、「保ち続けること」であり、それを「永く」することにはあまり意味が無い。 

むしろ「永続性」は、「物事が継続する性質やその度合い」のことで、「継続」が永いことを指している。 

ようやく「持続」と「継続」の話に辿り着いたようだ。 



・ 

「持続」は今やっていることを続けること、「継続」は前からやっていたことが続くことを意味する言葉だ。 

持続可能性への取組とは、これまで「持続不可能な成功や繁栄」を目指してきた人々が、「持続可能」の必要性に

気付いただけのこと。 

むしろ、従来から継続してきた「成功や繁栄」に着目することこそが大切だと僕は考える。 

「持続可能性」とは、今やっていることを長続きさせる能力だが、僕の目指す「永続性」とは、昔から長続きし

ていることから学ぶ力だと思う。 

世界が一致団結して持続可能な発展を目指す SDGsだけでなく、誰もが世界から永続性を学び、多様な幸福を目

指す小さな国を、僕はたくさん作りたい。 

世界を一部の人が夢見る理想郷にするのでなく、全てのメンバーが守りたいと願う多様な地域社会で、世界を埋

め尽くしたいと願っている。 

 

https://nanoni.co.jp/20110828/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）08/31 ■〇◎いづみ作業日 09-17 時 

10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）09/01 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 20-22 時 ■名栗の森オーナーシップクラブ 9 月例会（リモート） 

（木）09/02 ■〇◎なのに作業日 09-16 時 

（金）09/03 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（土）09/04 ■〇◎笑恵館作業日 09-21 時 

 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）09/05 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（月）09/06 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

 

■その後の予定 

09/07 10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

09/09 10-12 時 ▲HFA定例会（渋谷） 

09/09 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 



09/09 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/09 19-21 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

09/10 20-21 時 ★カプラー起業交流会（リモート） 

09/11 09-12 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

09/16 18-20 時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

09/22 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/01 20-22 時 ■名栗の森オーナーシップクラブ 10 月例会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


